
耐震補強一般図

主桁断面図 S=1/30
FH=
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平面図
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P1

M
FMF

補強工法

部　　材 工　　法 細　　　目

主　　桁
水平力分担構造 Ｔ型ストッパー，ブラケット，主桁補強材

橋　　脚
沓座拡幅工 鋼製ブラケット

落橋防止構造 TP-30，ブラケット，補強板

RC巻き立て工法 t=250mm(550mm)，主筋D19，帯鉄筋D16

P1

[起点側]

G1 G2

=250 =250

D19

D19

P1橋脚RC巻き立て工断面図 S=1/50

D16

H.W.L

耐震補強一般図

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

(右岸)至 上蓮 (左岸)至 小野
落橋防止構造 4基

(TP-30)

水平力分担構造 2基

(T型ストッパー200kN-F)

水平力分担構造 2基

(T型ストッパー200kN-M)

落橋防止構造 2基

(TP-30)

水平力分担構造 2基

(T型ストッパー200kN-M)

落橋防止構造 2基

(TP-30)

水平力分担構造 2基

(T型ストッパー200kN-F)

RC巻き立て工法

t=550mm(D19ctc118mm)

※帯鉄筋：D16ctc150mm

RC巻き立て工法

t=250mm(D19ctc183mm)

※帯鉄筋：D16ctc150mm

落橋防止構造 4基

(TP-30)

水平力分担構造 2基

(T型ストッパー200kN-M)

美馬郡つるぎ町半田字小野他

橋梁耐震補強工事

実施設計図面
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R8馬土 上蓮小野線(半田橋) つ・半田小野他
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水平力分担構造及び落橋防止構造　配置図 S=1/50

側　面　図

正　面　図

水平力分担構造 2基

(T型ストッパー200kN-M)

落橋防止構造 2基

(TP-30)

水平力分担構造 2基

(T型ストッパー200kN-F)

落橋防止構造 2基

(TP-30)

水平力分担構造及び落橋防止構造　配置図

図示

美馬郡つるぎ町半田字小野他

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

取付面樹脂充填

(平均厚 5mm)

シール材　　　　

(ブラケット全周)

チッピング

調整用無収縮モルタル注入

調整用無収縮モルタル

チッピング：(0.522+0.200)x1.000x2 = 1.4 (m2)

無収縮モルタル：1/2x0.113x0.377x1.000x2 = 0.04(m3)

型枠：{0.113x1.000+1/2x0.113x0.377x2}x2 = 0.3 (m2)t=2cm程度

調整用無収縮モルタル

チッピング：(0.522+0.200)x1.000x2 = 1.4 (m2)

無収縮モルタル：1/2x0.129x0.430x1.000x2 = 0.06(m3)

型枠：{0.129x1.000+1/2x0.129x0.430x2}x2 = 0.4 (m2)

取付面樹脂充填

(平均厚 5mm)

シール材　　　　

(ブラケット全周)

チッピング

調整用無収縮モルタル注入

t=2cm程度

落橋防止構造 4基

(TP-30)

水平力分担構造 2基

(T型ストッパー200kN-F)

水平力分担構造 2基

(T型ストッパー200kN-M)
落橋防止構造 2基

(TP-30)

水平力分担構造 2基

(T型ストッパー200kN-M)

落橋防止構造 2基

(TP-30)

水平力分担構造 2基

(T型ストッパー200kN-F)

(右岸)至 上蓮 (左岸)至 小野

落橋防止構造 4基

(TP-30)

水平力分担構造 2基

(T型ストッパー200kN-F)

水平力分担構造 2基

(T型ストッパー200kN-M)

落橋防止構造 4基

(TP-30)

取付面樹脂充填

(平均厚 5mm)

シール材　　　　

(ベースプレート全周)

取付面樹脂充填

(平均厚 5mm)

シール材　　　　

(ベースプレート全周)

調整用無収縮モルタル

チッピング：(0.222+0.332)x2x0.500 = 0.6 (m2)

無収縮モルタル：(0.007+0.009)x2x0.500 = 0.02(m3)

型枠：(0.082+0.205+0.089+0.315)x2x0.500+(0.007+0.009)x2 = 0.7 (m2)

調整用無収縮モルタル注入

A=0.009(m2)

調整用無収縮モルタル注入

A=0.007(m2)

実施設計図面
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橋梁耐震補強工事
R8馬土 上蓮小野線(半田橋) つ・半田小野他
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4-M20

ねじ深30

2-M12

ねじ深30

4-M8

2-M8

ねじ深15
（仮固定用ボルト）

ねじ深15

（吊り用）

橋

軸

方

向

5 すべり緩衝ゴム 5 すべり緩衝ゴム

"A"

5 すべり緩衝ゴム

CRゴム

PTFE

6 六角穴付ボルト

2-φ9キリ

φ14ザグリ深9

4-M20

ねじ深25

（うら側から）

2-M8

ねじ深15

（仮固定用ボルト）

M60

M60

8Ax55

4-φ22キリ

φ50ザグリ深18

（うら側から）

2-φ32キリ

C10

CRゴム

締結後シール材充填

4-φ24キリ

M22

10 8

9 2

14 12

13 3

1 5

5 11

4

2
7
0

橋 軸 直 角 方 向 橋 軸 方 向

7

2
7
0

樹脂注入

削孔長φ35x280

樹脂注入

削孔長φ35x280

8.8強度区分M20x65六角ボルト(桁側)7

12.9強度区分M8×16六角穴付ボルト6

8.8強度区分M20x35六角ボルト(下沓)8

5 すべり緩衝ゴム 4

1ストッパー

全質量 (kg)

下 沓

3

２

1SM490A上 沓1

備 考個数材 質品 名部番 質量 (kg)

1

仮固定用プレート

13 4

SS400

仮固定ボルト

12

備 考個数材 質品 名部番 質量 (kg)

材 料 表 (1基当り)

(仮設部材)

6 4

7 六角ボルト(桁側)

8

六角穴付ボルト

SCM435同等以上

CRゴム+PTFE

2

39.2

9.1

3.8

1.0

0.0

1.0

109.3

0.2

0.1 平座金付

SM490A

六角ボルト(下沓)

4.8強度区分M8x16仮固定ボルト13

4.8強度区分M8x70

4

4 0.7

座金付

座金付

14 2SGPスペーサー 0.1

2固定プレート4 SS400 1.2

10 アンカーボルト 3.1 座金付

ベースプレート9 1 44.5SM490A

khc
設 計 水 平 震 度

地 震 時 水 平 力

Rd

橋軸方向

死　荷　重　反　力

RHe2

設 計 条 件

0.76

橋軸直角方向

khc 0.76

RHe1

橋軸方向

橋軸直角方向

V上　　揚　　力

L
設 計 遊 間 量

20 mm

L 15 mm

設計移動量

余裕量

E

A

注）1. 　 内部品は、SGめっきとする。

注）2. 仮固定用プレート、スペーサーは、Ｔ型ストッパーセット後取り除く。

注）3. 仮固定用プレート、スペーサーは、高濃度亜鉛末塗装とする。

ねじ穴にはシール材にてコーキング処理の事。

内部品は、黒色酸化被膜処理とする。

2SD345

0 kN

103 kN

270 kN

41 kN

1テーパープレート11 SS400 5.7

水平力分担構造詳細図(その1)

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

【A1-M 200kN-M-20】

A部詳細

橋軸方向用直角方向用

1　　上　沓 (SM490A)

4　　固定プレート (SS400)

3 ストッパー (SCM435同等以上)2 下　沓 (SM490A)

12 仮固定用プレート S=1/55 すべり緩衝ゴム (CRゴム+PTFE)

(SS400)

14 スペーサー S=1/5

(SGP)

緩衝材組立図

9 ベースプレート (SM490A)

11 テーパープレート (SS400)

S=1/10水平力分担構造詳細図(その1)

10 アンカーボルト (SD345)

美馬郡つるぎ町半田字小野他

実施設計図面
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橋梁耐震補強工事
R8馬土 上蓮小野線(半田橋) つ・半田小野他
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※ ボルト長は、定着部板厚を確認して決定すること。

8.8強度区分M20x65六角ボルト(桁側)7

12.9強度区分M8×16六角穴付ボルト6

8.8強度区分M20x35六角ボルト(下沓)8

5 すべり緩衝ゴム 4

1ストッパー

全質量 (kg)

下 沓

3

２

1SM490A上 沓1

備 考個数材 質品 名部番 質量 (kg)

1

仮固定用プレート

13 4

SS400

仮固定ボルト

12

備 考個数材 質品 名部番 質量 (kg)

材 料 表 (1基当り)

(仮設部材)

6 4

7 六角ボルト(桁側)

8

六角穴付ボルト

SCM435同等以上

CRゴム+PTFE

2

34.9

9.1

3.8

0.7

0.0

1.0

82.3

0.2

0.1 平座金付

SM490A

六角ボルト(下沓)

注）1. 　 内部品は、SGめっきとする。

注）2. 仮固定用プレート、スペーサーは、Ｔ型ストッパーセット後取り除く。

注）3. 仮固定用プレート、スペーサーは、高濃度亜鉛末塗装とする。

ねじ穴にはシール材にてコーキング処理の事。

4.8強度区分M8x16仮固定ボルト13

4.8強度区分M8x70

4

4 0.7

座金付

座金付

14 2SGPスペーサー 0.1

2固定プレート4 SS400 0.8

10 アンカーボルト 4 1.7 座金付強度区分8.8

ベースプレート9 1 24.9SM490A

10 8

9 2

14 12

13 3

1 5

5 11

4

4-φ22キリ

φ50ザグリ深18

（うら側から）

4-φ24キリ

M20

4-M20

ねじ深30

2-M12

ねじ深30

4-M8

2-M8

ねじ深15
（仮固定用ボルト）

ねじ深15

（吊り用）

橋

軸

方

向

5 すべり緩衝ゴム 5 すべり緩衝ゴム

"A"

5 すべり緩衝ゴム

CRゴム

PTFE

6 六角穴付ボルト

2-φ9キリ

φ14ザグリ深9

4-M20

ねじ深25

（うら側から）

2-M8

ねじ深15

（仮固定用ボルト）

M60

M60

8Ax55

橋 軸 直 角 方 向 橋 軸 方 向

C10

CRゴム

内部品は、黒色酸化被膜処理とする。

khc
設 計 水 平 震 度

地 震 時 水 平 力

Rd

橋軸方向

死　荷　重　反　力

RHe2

設 計 条 件

0.76

橋軸直角方向

khc 0.76

RHe1

橋軸方向

橋軸直角方向

V上　　揚　　力

L
設 計 遊 間 量

0 mm

L 5 mm

設計移動量

余裕量

E

A

205 kN

103 kN

270 kN

41 kN

7

4-φ24キリ

1テーパープレート11 SS400 4.7

【P1-F 200kN-Ｆ】

水平力分担構造詳細図(その2)

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

10 アンカーボルト (強度区分８.８)

A部詳細

橋軸方向用直角方向用

1　　上　沓 (SM490A)

4　　固定プレート (SS400)

3 ストッパー (SCM435同等以上)2 下　沓 (SM490A)

12 仮固定用プレート S=1/55 すべり緩衝ゴム (CRゴム+PTFE)

(SS400)

14 スペーサー S=1/5

(SGP)

緩衝材組立図

9 ベースプレート (SM490A)

11 テーパープレート (SS400)

S=1/10水平力分担構造詳細図(その2)

美馬郡つるぎ町半田字小野他

実施設計図面
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橋梁耐震補強工事
R8馬土 上蓮小野線(半田橋) つ・半田小野他
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8.8強度区分M20x65六角ボルト(桁側)7

12.9強度区分M8×16六角穴付ボルト6

8.8強度区分M20x35六角ボルト(下沓)8

5 すべり緩衝ゴム 4

1ストッパー

全質量 (kg)

下 沓

3

２

1SM490A上 沓1

備 考個数材 質品 名部番 質量 (kg)

1

仮固定用プレート

13 4

SS400

仮固定ボルト

12

備 考個数材 質品 名部番 質量 (kg)

材 料 表 (1基当り)

(仮設部材)

6 4

7 六角ボルト(桁側)

8

六角穴付ボルト

SCM435同等以上

CRゴム+PTFE

2

39.2

9.1

3.8

1.0

0.0

1.0

88.3

0.2

0.1 平座金付

SM490A

六角ボルト(下沓)

4.8強度区分M8x16仮固定ボルト13

4.8強度区分M8x70

4

4 0.7

座金付

座金付

14 2SGPスペーサー 0.1

2固定プレート4 SS400 1.2

10 アンカーボルト 4 1.7 座金付強度区分8.8

ベースプレート9 1 24.9SM490A

10 8

9 2

14 12

13 3

1 5

5 11

4

注）1. 　 内部品は、SGめっきとする。

注）2. 仮固定用プレート、スペーサーは、Ｔ型ストッパーセット後取り除く。

注）3. 仮固定用プレート、スペーサーは、高濃度亜鉛末塗装とする。

ねじ穴にはシール材にてコーキング処理の事。

4-M20

ねじ深30

2-M12

ねじ深30

4-M8

2-M8

ねじ深15
（仮固定用ボルト）

ねじ深15

（吊り用）

橋

軸

方

向

5 すべり緩衝ゴム 5 すべり緩衝ゴム

"A"

5 すべり緩衝ゴム

CRゴム

PTFE

6 六角穴付ボルト

2-φ9キリ

φ14ザグリ深9

4-M20

ねじ深25

（うら側から）

2-M8

ねじ深15

（仮固定用ボルト）

M60

M60

8Ax55

橋 軸 直 角 方 向 橋 軸 方 向

※ ボルト長は、定着部板厚を確認して決定すること。

M20

4-φ22キリ

φ50ザグリ深18

（うら側から）

4-φ24キリ

C10

CRゴム

内部品は、黒色酸化被膜処理とする。

khc
設 計 水 平 震 度

地 震 時 水 平 力

Rd

橋軸方向

死　荷　重　反　力

RHe2

設 計 条 件

0.76

橋軸直角方向

khc 0.76

RHe1

橋軸方向

橋軸直角方向

V上　　揚　　力

L
設 計 遊 間 量

20 mm

L 15 mm

設計移動量

余裕量

E

A

0 kN

103 kN

270 kN

41 kN

7

4-φ24キリ

1テーパープレート11 SS400 5.7

水平力分担構造詳細図(その3)

【P1-M 200kN-M-20】

S=1/10

水平力分担構造詳細図(その3)

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

A部詳細

橋軸方向用直角方向用

1　　上　沓 (SM490A)

4　　固定プレート (SS400)

3 ストッパー (SCM435同等以上)2 下　沓 (SM490A)

12 仮固定用プレート S=1/55 すべり緩衝ゴム (CRゴム+PTFE)

(SS400)

14 スペーサー S=1/5

(SGP)

緩衝材組立図

9 ベースプレート (SM490A)

10 アンカーボルト (強度区分８.８)

11 テーパープレート (SS400)

美馬郡つるぎ町半田字小野他

実施設計図面
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橋梁耐震補強工事
R8馬土 上蓮小野線(半田橋) つ・半田小野他
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4-M20

ねじ深30

2-M12

ねじ深30

4-M8

2-M8

ねじ深15
（仮固定用ボルト）

ねじ深15

（吊り用）

橋

軸

方

向

5 すべり緩衝ゴム 5 すべり緩衝ゴム

"A"

5 すべり緩衝ゴム

CRゴム

PTFE

6 六角穴付ボルト

2-φ9キリ

φ14ザグリ深9

4-M20

ねじ深25

（うら側から）

2-M8

ねじ深15

（仮固定用ボルト）

M60

M60

8Ax55

4-φ22キリ

φ50ザグリ深18

（うら側から）

2-φ40キリ

C10

CRゴム

締結後シール材充填

4-φ24キリ

M30

10 8

9 2

14 12

13 3

1 5

5 11

4

38
0

橋 軸 直 角 方 向 橋 軸 方 向

7

樹脂注入

削孔長φ42x390

樹脂注入

削孔長φ42x390

38
0

8.8強度区分M20x65六角ボルト(桁側)7

12.9強度区分M8×16六角穴付ボルト6

8.8強度区分M20x35六角ボルト(下沓)8

5 すべり緩衝ゴム 4

1ストッパー

全質量 (kg)

下 沓

3

２

1SM490A上 沓1

備 考個数材 質品 名部番 質量 (kg)

1

仮固定用プレート

13 4

SS400

仮固定ボルト

12

備 考個数材 質品 名部番 質量 (kg)

材 料 表 (1基当り)

(仮設部材)

6 4

7 六角ボルト(桁側)

8

六角穴付ボルト

SCM435同等以上

CRゴム+PTFE

2

34.9

9.1

3.8

0.7

0.0

1.0

127.3

0.2

0.1 平座金付

SM490A

六角ボルト(下沓)

注）1. 　 内部品は、SGめっきとする。

注）2. 仮固定用プレート、スペーサーは、Ｔ型ストッパーセット後取り除く。

注）3. 仮固定用プレート、スペーサーは、高濃度亜鉛末塗装とする。

ねじ穴にはシール材にてコーキング処理の事。

4.8強度区分M8x16仮固定ボルト13

4.8強度区分M8x70

4

4 0.7

座金付

座金付

14 2SGPスペーサー 0.1

内部品は、黒色酸化被膜処理とする。

2固定プレート4 SS400 0.8

10 アンカーボルト 4 13.7 座金付SD345

ベースプレート9 1 57.9SM490A

khc
設 計 水 平 震 度

地 震 時 水 平 力

Rd

橋軸方向

死　荷　重　反　力

RHe2

設 計 条 件

0.76

橋軸直角方向

khc 0.76

RHe1

橋軸方向

橋軸直角方向

V上　　揚　　力

L
設 計 遊 間 量

0 mm

L 5 mm

設計移動量

余裕量

E

A

205 kN

103 kN

270 kN

41 kN

1テーパープレート11 SS400 4.7

【A2-F 200kN-Ｆ】

水平力分担構造詳細図(その4)

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

A部詳細

橋軸方向用直角方向用

1　　上　沓 (SM490A)

4　　固定プレート (SS400)

3 ストッパー (SCM435同等以上)2 下　沓 (SM490A)

12 仮固定用プレート S=1/55 すべり緩衝ゴム (CRゴム+PTFE)

(SS400)

14 スペーサー S=1/5

(SGP)

緩衝材組立図

9 ベースプレート (SM490A)

11 テーパープレート (SS400)

10 アンカーボルト (SD345)

S=1/10水平力分担構造詳細図(その4)

美馬郡つるぎ町半田字小野他

実施設計図面
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橋梁耐震補強工事
R8馬土 上蓮小野線(半田橋) つ・半田小野他
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1

1-U.FLG PL 400x22x1230 (SM490A)

1-L.FLG PL 100x22x1230 (SM490A)

6-RIB PL 390x22x446 (SM490A)

10-Anc Bolt D29x515 (SD345)

(WナットM27,ワッシャーM27)

1-BASE PL 500x22x1230 (SM490A)

2

1. スカーラップは40Rとする。

2. 鋼材の防錆は、溶融亜鉛めっき(JISH8641 HDZ55相当)とする。

但し、アンカーボルト・ナットは、(JISH8641 HDZ35相当)とする。

注記）

F.P.

7

7

4-φ24

2

2

3 3

10-φ34

7

7

1

1

4-φ24

1 － 1 2 － 2

3 － 3

M271

2

樹脂注入

削孔長φ39x445

（平均厚 5mm）

取付面樹脂充填

シール材

（ブラケット全周）

x1 x2 x3 x4

115 365 615 835G 1

x5

1115

G 2 115 395 615 865 1115

ブラケット(SM490A)

取　付　図

橋軸方向

アンカーボルト(SD345)

[P1-F(起点側) 水平力分担構造用]

アンカーボルト位置 数値表

下部工ブラケット詳細図(その1)

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

S=1/10下部工ブラケット詳細図(その1)

美馬郡つるぎ町半田字小野他

実施設計図面
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橋梁耐震補強工事
R8馬土 上蓮小野線(半田橋) つ・半田小野他
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1. スカーラップは40Rとする。

2. 鋼材の防錆は、溶融亜鉛めっき(JISH8641 HDZ55相当)とする。

但し、アンカーボルト・ナットは、(JISH8641 HDZ35相当)とする。

注記）

3 3

F.P.

7

7

4-φ24

2

2

4-φ24

1 － 1 2 － 2

3 － 3

1

1

1 2

M22

1

2

（平均厚 5mm）

取付面樹脂充填

シール材

（ブラケット全周）

樹脂注入

削孔長φ35x385

x1 x2 x3 x4

135 465 795 1065G 1

G 2 165 465 765 1065

1-U.FLG PL 400x22x1230 (SM490A)

1-L.FLG PL 100x22x1230 (SM490A)

5-RIB PL 390x22x446 (SM490A)

8-Anc Bolt D25x455 (SD345)

(WナットM22,ワッシャーM22)

1-BASE PL 500x22x1230 (SM490A)

[P1-M(終点側) 水平力分担構造用]

ブラケット(SM490A) アンカーボルト(SD345)

取　付　図

橋軸方向

アンカーボルト位置 数値表

下部工ブラケット詳細図(その2)

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

S=1/10下部工ブラケット詳細図(その2)

美馬郡つるぎ町半田字小野他

実施設計図面
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橋梁耐震補強工事
R8馬土 上蓮小野線(半田橋) つ・半田小野他
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M36

取 付 詳 細 図

落橋防止構造図(その1) S=1:10

材　　料　　表

ＰＣ鋼より線・ナット ＳＷＰＲ(TP-30) 組

ＰＥコーティング本SWOSC-Bコイルスプリング3

SS400,ネオプラス,CRセーフティストッパー 個2

Ｎｏ 名 称 寸 法 材 質 単 位 備 考

1

防錆支圧板 SS400,ネオプラス 枚4

防錆座金 SS400,ネオプラス 枚5

ガイドブロック 150ｘ150x150 EPDM 組8

6

個防錆キャップ (B)7

Ａ １

2

2

4

4

2

2

数　量

緩衝パッキン CR 枚

4

4

ＰＥコーティング

取付プレート付

CRまたはTPE

六角ボルト・ナット

2-座金付

9

個防錆キャップ (A) 2CRまたはTPE

φ265x450

φ200x34

φ156x18

φ200x135

φ83x272

φ162x160

φ200x25

φ17.8x1840

ＰＣ鋼より線・ナット9

防錆座金5防錆支圧板4

ガイドブロック8

防錆キャップ(A)6緩衝パッキン1 コイルスプリング3セーフティストッパー2 防錆キャップ(B)7

部　品　図

C10

4-φ18
※ 脱落防止装置付

対応荷重：330kN

4-M16x230

SS400

4-M16x230

SS400

814596 8 2 4 5 9 73

Ａ ２

2

2

4

4

2

2

4

4

2

落橋防止構造図(その1)

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

美馬郡つるぎ町半田字小野他

実施設計図面

9 / 22

橋梁耐震補強工事
R8馬土 上蓮小野線(半田橋) つ・半田小野他2129
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落橋防止構造図(その2) S=1:10

落橋防止構造図(その2)

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

側 面 図

ガイドブロック用

2x4-φ18

上部工ブラケット詳細図

2 - 2

3 - 31 - 1
ガイドブロック用

2x4-φ18

3

1

C2
0 C20

6-φ27キリ

1

3

下部工ブラケット詳細図

側 面 図

3 - 3

2 - 2

1 - 1

2-Pl 60x22x535 (SM490A)

2-Pl 250x22x546 (SM490A)

1-Pl 380x22x553 (SM490A)

1-Pl 500x32x420 (SM490A)

2-Pl 150x22x543 (SM490A)

2-Pl 154x22x150 (SM490A)

1基当り

10-Bolt M20x110 (強度区分8.8)

10-Nuts (M20) 1種,3種

10-Washers (M20 2枚組)

４.グルーブ溶接は完全溶け込みとする。開先形状は指定しない。

１.施工着手に先立ち、現地寸法等を確認し、製作時に鋼材の加工に反映すること。

特記事項

３.ボルト類は亜鉛めっき(JIS H 8641,HDZ35)とする。

10-φ22

F.PF.P

F.P

F.P

7

F.P
F.P

F.P

F.P
F.P F.P

1 1

7

2

2

7

F.P
F.P F.P

1 1

2

2

(A1側) (A2側)

3 3

C20 C2
0

F.PF.P

7

F.P

F.P

7

※（　）の数値はA2側を示す。

2-Pl 60x22x593 (SM490A)

2-Pl 250x22x605 (SM490A)

1-Pl 380x22x615 (SM490A)

1-Pl 500x32x420 (SM490A)

2-Pl 150x22x607 (SM490A)

2-Pl 154x22x150 (SM490A)

1基当り

10-Bolt M20x110 (強度区分8.8)

10-Nuts (M20) 1種,3種

10-Washers (M20 2枚組)

(A1側) (A2側)

アンカーボルト・ナット

M22

ブラケット材料 （一基当り）

8-Anc.Bolt D25x530 (SD345)

4-Pl 75x22x372 (SM490A)

1-Pl 300x22x350 (SM490A)

2-Pl 388x22x350 (SM490A)

1-Pl 550x25x400 (SM490A)

2-Pl 300x22x75 (SM490A)

8-Nuts (M22) 1種,3種

2-Pl 300x22x250 (SM490A)

2-Pl 154x22x150 (SM490A)

2-Pl 30x22x240 (SM490A)

8-Washers (M22)

2

2

8

樹脂注入

削孔長φ35x460

２.鋼材は全て亜鉛めっき(JIS H 8641,HDZ55)+イオニス・スプレー（防錆表面処理剤）とする。

美馬郡つるぎ町半田字小野他

実施設計図面
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橋梁耐震補強工事
R8馬土 上蓮小野線(半田橋) つ・半田小野他
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落橋防止構造図(その3) S=1:10

落橋防止構造図(その3)

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

M36

取 付 詳 細 図

材　　料　　表

ＰＣ鋼より線・ナット ＳＷＰＲ(TP-30) 組

ＰＥコーティング本SWOSC-Bコイルスプリング

3

SS400,ネオプラス,CRセーフティストッパー 個

2

Ｎｏ 名 称 寸 法 材 質 単 位 備 考

1

防錆支圧板 SS400,ネオプラス 枚

4 防錆座金 SS400,ネオプラス 枚

5

ガイドブロック 150ｘ150x150 EPDM 組7

6 個取付用受台

Ｐ １

8

8

8

8

8

4

数　量

8

ＰＥコーティング

取付プレート付

SGP + SS400

六角ボルト・ナット

2-座金付

8

個防錆キャップ (C) 8CRまたはTPE

200Ax345

φ200x34

φ156x18

φ200x95

φ83x272

φ285x375

φ17.8x3980

ＰＣ鋼より線・ナット8防錆座金防錆支圧板 4 ガイドブロック7セーフティストッパー1 3コイルスプリング2

部　品　図

C10

4-φ18

防錆キャップC5 6 取付用受台

5-φ12キリ

6-18キリ

5-12キリ

5-12キリ

ナット溶接

5-M10

B

BB-B C-C

・キャップ締着用ボルト M10×30（SUS304） 5本／組含む。

・本体支持ボルト M16×25（SUS304） 6本／組含む。

ア

C

C

注） ・受台はブラケットのメネジに六角ボルトにて固定する。

ア

・ア付近に水抜き孔（φ15）を設ける。

200A

押えプレ－ト

対応荷重：330kN

713485 7 1 3 4 8 522

4-M16x230

SS400

4-M16x230

SS400

美馬郡つるぎ町半田字小野他

実施設計図面
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橋梁耐震補強工事
R8馬土 上蓮小野線(半田橋) つ・半田小野他
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実施設計図面
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－－－－－－

　　　　　　　　合計 = 1.12(m2)

塗替え塗装工 Rc－Ⅱ (1対当り)

防食下地（ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ）

A1 = 0.780x0.920x2(面) = 1.44(m2)

－－－－－－

　　　　　　　 A1-A2 = 0.32(m2)

塗替え塗装工 Rc－Ⅱ (1対当り)

防食下地+下塗り+中塗り+上塗り

A2 = 0.680x0.820x2(面) = 1.12(m2)

A2 = 0.680x0.820x2(面) = 1.12(m2)

注　意　事　項

2.特記なき開先溶接は全て完全溶込み溶接とする。

1.詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

3.製作・施工に必要な吊り用タップは適宜設けること。

落橋防止構造図(その4) S=1:10

落橋防止構造図(その4)

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

A

A

B B

A - A

B - B

ブラケット材料 （一対当り）

2-Pl 680x820x9 (SM490A)

2-Pl 500x640x28 (SM490A)

2-Pl 500x450x22 (SM490A)

4-Pl 440x220x22 (SM490A)

4-Pl 440x180x22 (SM490A)

4-Pl 430x80x22 (SM490A)

4-Pl 154x150x22 (SM490A)

22-T.C.B M22x70 (S10T)

18-T.C.B M22x125(S10T)

C2
0

C20

2x4-φ18キリ

※溶接は全断面溶け込みグルーブ溶接とする

※座金は頭部側及びナット側の両方に用いることとする

※面取りのスカーラップはC20とする

C

C

C - C

4-φ18キリ

6-M16

ねじ深さ13

取付用受台用メネジ

F.P

F.PF.P F.P

F.P

F.P

F.P

F.P

7

7

F.P

(塗装関連)

落橋防止装置補強板

A = 0.780x0.920x2(面) = 1.44(m2)

－－－－－－

　　　　　　　　合計 = 1.44(m2)

芯出し調整工／塗膜除去工(1基当り)

部材①

部材②

部材①②塗装範囲

部材①

部材②

F-11塗装系

RC－Ⅱ塗装系

美馬郡つるぎ町半田字小野他

主桁 ウエブ

主桁ウエブと部材①接触面

・主桁 ウエブ：有機ジンクリッチペイント

・部材①側　 ：無機ジンクリッチペイント

部材①と部材②接触面

・部材①側 ：無機ジンクリッチペイント

・部材②側　：無機ジンクリッチペイント

RC－Ⅱ塗装系

部材①

部材②

RC－Ⅱ塗装系

F-11塗装系

※主桁部材はRC-Ⅱ塗装系とする。(ブラケット接触面は除く)

※ブラケット部材外面はF-11塗装系とする。

※主桁部材の鋼材接触面は有機ジンクリッチペイント塗布。

※ブラケット部材の鋼材接触面は無機ジンクリッチペイント塗布。

ブラケット部材外面：F-11塗装系
F-11塗装系

橋梁耐震補強工事
R8馬土 上蓮小野線(半田橋) つ・半田小野他
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水平力分担構造用

注　意　事　項

2.特記なき開先溶接は全て完全溶込み溶接とする。

1.詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

3.製作・施工に必要な吊り用タップは適宜設けること。

主桁補強材詳細図 S=1:10

(8基)

4-PL 160x22x180 (SM490A)

4-PL 90x22x185 (SM490A)

4-PL 150x22x120 (SM490A)

4-TCB M22x90 (S10T)

1基当り

10-φ22キリ

現場孔明（既設下Flg）

10-φ22キリ

既設 Web

既設 下Flg

8-φ24.5キリ

現場孔明（既設Web）

4-φ24.5キリ
7

F.P

落橋防止構造用

(A1,A2 計4基)

4-φ22キリ

現場孔明（既設下Flg）

4-φ22キリ

既設 Web

8-φ24.5キリ

現場孔明（既設Web）

4-φ24.5キリ

既設 下Flg

7

F.P

4-PL 160x22x230 (SM490A)

4-PL 90x22x235 (SM490A)

2-PL 500x22x120 (SM490A)

4-TCB M22x90 (S10T)

1基当り

主桁補強材詳細図

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

(塗装関連) (塗装関連)

A1 = 0.116x0.650x2(面) = 0.15(m2)

A2 = 0.267x0.670x2(面) = 0.36(m2)

－－－－－－

　　　　　　　　合計 = 0.51(m2)

芯出し調整工／塗膜除去工(1基当り)

A1 = 0.116x0.600x2(面) = 0.14(m2)

A2 = 0.317x0.452x2(面) = 0.29(m2)

－－－－－－

　　　　　　　　合計 = 0.43(m2)

芯出し調整工／塗膜除去工(1基当り)

落橋防止構造用水平力分担構造用 RC-Ⅱ塗装範囲 RC-Ⅱ塗装範囲

※主桁Webと主桁下Flg上面の補強材接触面以外はRC-Ⅱ塗装系とする。

※主桁補強材外面はF-11塗装系とする。

※主桁Webと主桁下Flg上面の主桁補強材の接触面は有機ジンクリッチペイント塗布。

※主桁補強材の主桁Webと主桁下Flg上面の接触面は無機ジンクリッチペイント塗布。

実施設計図面

13 / 22

A1 = 0.094x0.150x2x2(面) = 0.06(m2)

A2 = 0.180x0.160x2x2(面) = 0.12(m2)

－－－－－－

　　　　　　　　合計 = 0.18(m2)

塗替え塗装工 Rc－Ⅱ (1基当り)

防食下地（ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ）

A1 = 0.15-0.06 = 0.09(m2)

－－－－－－

　　　　　　　　合計 = 0.33(m2)

塗替え塗装工 Rc－Ⅱ (1基当り)

防食下地+下塗り+中塗り+上塗り

A2 = 0.36-0.12 = 0.24(m2)

A1 = 0.100x0.500x2(面) = 0.10(m2)

A2 = 0.230x0.160x2x2(面) = 0.15(m2)

－－－－－－

　　　　　　　　合計 = 0.25(m2)

塗替え塗装工 Rc－Ⅱ (1基当り)

防食下地（ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ）

A1 = 0.14-0.10 = 0.04(m2)

－－－－－－

　　　　　　　　合計 = 0.18(m2)

塗替え塗装工 Rc－Ⅱ (1基当り)

防食下地+下塗り+中塗り+上塗り

A2 = 0.29-0.15 = 0.14(m2)

美馬郡つるぎ町半田字小野他

橋梁耐震補強工事
R8馬土 上蓮小野線(半田橋) つ・半田小野他
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上部工耐震補強 施工手順図(案)および施工注意事項 S=1:30

【施工手順(案)】

　橋台・橋脚の落橋防止システムの施工および水平力分担構造の施工においては，十分な施工手順の立案が重要となる。

　次に設計段階での施工手順(案)を示す。ただし，現場では施工手順を再度確認すること。

STEP1. 足場工(吊り足場)施工

STEP2. 既設構造物の寸法確認および鉄筋探査を実施する。

STEP3. 既設構造物の寸法確認および鉄筋探査の結果を反映させて，芯出し調整(旧塗膜ケレン含む)および鋼桁孔明けを施工する。

STEP4. 鉄筋探査の結果を反映させて沓座拡幅構造のアンカー削孔を行う。A1・A2橋台は無収縮モルタルにより沓座面を水平に調整後，アンカー削孔を行う。

STEP5. 主桁補強材，沓座前面ブラケットを取り付けた後，水平力分担構造・落橋防止装置を取り付ける。

STEP6. 各部材取付後，取付部材周りで残っている主桁の旧塗膜ケレン部の現場塗装を行う。

STEP7. 足場工(吊り足場)を撤去する。

STEP8. 完成。後片付け。

STEP2. 既設構造物の寸法確認および鉄筋探査 STEP4. 削孔，チッピング等 STEP5. 1主桁補強材取付 STEP5. 2沓座前面ブラケット取付 STEP6. 現場塗装STEP1. 足場工(吊り足場)設置

別図参照

STEP3. 芯出し調整(旧塗膜ケレン含む)，鋼桁孔明け

STEP5. 3水平力分担構造・落橋防止装置取付

STEP7. 足場工(吊り足場)撤去

STEP8. 完成，後片付け

A1
芯出し調整(旧塗膜ケレン含む)

鋼桁孔明け

P1芯出し調整(旧塗膜ケレン含む)

鋼桁孔明け

A1

アンカー削孔

アンカー削孔

水平力分担構造

落橋防止装置

P1

アンカー削孔

水平力分担構造

無収縮モルタル

A1

主桁補強材取付

水平力分担構造・落橋防止装置

P1

主桁補強材取付

水平力分担構造

主桁補強材取付

落橋防止装置

A1

ブラケット取付

落橋防止装置

P1

ブラケット取付

水平力分担構造

A1
落橋防止装置

P1

水平力分担構造

水平力分担構造

落橋防止装置

A1
現場塗装

P1

現場塗装

■ブラケットアンカー設置について

1. 削孔前には，現地での寸法確認および鉄筋探査を実施すること。現地調査の結果を踏まえ，アンカー

　削孔位置の決定を行う。

[起点側] [終点側]

P1

G1 G2 G2 G1

P1

G2 G1

A1 A2

x1 x2 x3 x4

115 365 615 835G 1

x5

1115

G 2 115 395 615 865 1115

x1 x2 x3 x4

135 465 795 1065G 1

G 2 165 465 765 1065

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

上部工耐震補強

施工手順図(案)および施工注意事項

実施設計図面
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美馬郡つるぎ町半田字小野他

橋梁耐震補強工事
R8馬土 上蓮小野線(半田橋) つ・半田小野他

x1

x2

x3

x4

x5

x1

x2

x3

x4



床版

断面修復工

ひび割れ充填工

補修工法

部　　材 工　　法 細　　　目

床版

地覆・親柱

可とう性エポキシ樹脂充填ひび割れ充填

断面修復 鉄筋非露出部

断面修復 鉄筋露出部

可とう性エポキシ樹脂充填ひび割れ充填

断面修復 鉄筋非露出部

断面修復 鉄筋露出部

河
　

川

G1

G2

(端対傾構) (中間対傾構)

コンクリート舗装

M F M F

添架物 85φx4 添架物 200φ

110φ
A1

P1

P1A1 A2

G1 G2

床版

断面修復工

ひび割れ充填工

床版

断面修復工

ひび割れ充填工

地覆

断面修復工

ひび割れ充填工

地覆

断面修復工

ひび割れ充填工

橋面(車道部)

表面処理工(複合薄層遮水性舗装)

橋面 車道部表面処理工 コンクリート舗装部 複合薄層遮水性舗装

伸縮装置設置工伸縮装置設置工

伸縮装置設置工

伸縮装置 伸縮継手設置 伸縮継手装置設置工

H.W.L

橋面(車道部)

表面処理工

(複合薄層遮水性舗装)

水切り設置

L=28.85(m)

水切り設置

L=28.85(m)

支承補修工 沓座モルタル打替え工 沓座モルタル打替え工

沓座モルタル打替え工
支承補修工(A1)

沓座モルタル打替え工
支承補修工(P1)

排水管破断部 溶接

排水管破断部 溶接 排水管破断部 溶接

排水管 現場溶接工 全周現場連続V形グルーブ溶接

P1橋脚(はり)

断面修復工

断面修復 鉄筋非露出部

断面修復 鉄筋露出部
P1橋脚(はり)

表面処理工(複合薄層遮水性舗装)

地覆(内側・天端)

表面処理工

(複合薄層遮水性舗装)

A2

地覆(内側・天端)

表面処理工

(複合薄層遮水性舗装)

地覆(内側・天端)

表面処理工

(複合薄層遮水性舗装)

地覆(内側・天端)

表面処理工

(複合薄層遮水性舗装)

地覆(内側・天端) 車道部表面処理工 コンクリート舗装部 複合薄層遮水性舗装

補修一般図

図示

美馬郡つるぎ町半田小野他

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

補修一般図
側面図 S=1:60

平面図 S=1:60

断面図 S=1:30

(右岸)至 上蓮 (左岸)至 小野

(右岸)至 上蓮 (左岸)至 小野
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実施設計図面

橋梁耐震補強工事
R8馬土 上蓮小野線(半田橋) つ・半田小野他

支間長 13925250 250

50

250 250 支間長 13925

桁 長 14425 50 桁 長 14425 50

橋 長 29000

支間長 13925250 250

50

250 250 支間長 13925

桁 長 14425 50 桁 長 14425 50

橋 長 29000

300 5000 300

3
20

15001500

9
0

30
0

5
0
00

30
0

5
6
00

1
30
0

3
0
00

13
0
0

1
26
5

47
00

水切り設置

水切り設置



既設部コンクリート
鋼材

カッター切り

プライマー塗布

断面修復材

カッター切り

(t=10mm) (t=10mm)

カッター切り

(t=10mm)

カッター切り

(t=10mm)

断面修復材

プライマー塗布防錆材塗布

可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂系

ひびわれ

プライマー塗布

ひびわれ注入材

シール材

注入器具

補修標準図

(鉄筋露出以外の場合)(鉄筋露出の場合)

断面修復工

[断面補修材：ポリマーセメントモルタル・左官工法]

※ 施工手順

1　カッター切断

2　コンクリート斫り

3　下地処理

4　鉄筋防錆処理

5　プライマー塗布

6　断面修復材こて塗り

※ 施工手順

1　カッター切断

2　コンクリート斫り

3　下地処理

4　プライマー塗布

5　断面修復材こて塗り

補修材の要求性能
(この要求性能を参考として，同等品と認められる材料を選定するものとする)

断面修復工

※ 注記

　1. 劣化，不良コンクリートの斫りは，健全部に損傷を与えないよう周囲に
　
　 深さ1cm程度コンクリートカッターにより切断目地を入れ，入念に施工する。

　 (斫り深さは5cmを想定している。)

　2. 使用材料
　　
　 断面修復材

　 無収縮ポリマーセメントモルタルとし，「表面保護工法 設計施工指針(案)

　 [工法別マニュアル編]平成17年土木学会」に示す断面修復材の規格を満足

　 するものとする。

力 学 的 性 能

要求性能

圧縮強度

付着強度

設計及び施工条件

躯体コンクリートと同等な強度特性を有すること

躯体コンクリートと一体となること

(1.0N/mm2以上)

ポリマーセメントモルタルの性能例

施工方法

硬化性

軽量性

単位容積質量 (kg/l)

フロー

硬化時間 (h)

圧縮強度

(N/mm2)

付着強度

(N/mm2)

弾性係数 (kN/mm2)

引張強度 (N/mm2)

収縮率 (×10-6)

熱膨張率 (×10-6/℃)

材齢 3h

材齢 1d

材齢 7d

材齢 28d

標準

温冷繰返し

左官 吹付け 充てん

普通

1.8～2.2

軽量
速硬 普通 普通

120～160

3～8

－

5～25

20～40

25～60

1.8～3.4

16～21

8～17

1.3～1.6

110～150

3～10

－

3～25

5～30

10～35

1.8～2.6

12～15

9～13

1.8～2.1

120～160

0.5～2

3～15

10～30

20～40

25～40

2.0～2.8

13～21

3～6

200～1000

10～15

1.5～2.2

140～250

3～8

－

5～15

20～40

30～60

2.0～3.5

14～21

9～17

2.1～2.2

～300

4～15

－

5～10

15～40

25～50

2.0～2.3

17～21

－

普通

鉄筋コンクリート補修用防錆剤の品質基準

項目

耐アルカリ性

鉄筋に対する付着強さ

(N/mm2)

防せい性
処理部

未処理部

基準値

塗膜に異常が認められないこと

7.8以上

防せい率：50%以上

防せい率：-10%以上※

※：未処理部の防せい率は，防せい材で処理することに

　　よって，マクロセルを形成し，基材部の鉄筋腐食を

　　促進するようなものであってはならず，比較用モル

　　タルの発せい率とほぼ同等以下とし，発せい率で

　　＋10%以下(＝防せい率で－10%以上)とした。

出典：「ひびわれ調査，補修・補強指針：日本コンクリート工学協会」P.132

出典：「表面保護工法　設計施工指針(案)[工種別マニュアル編]：土木学会」P.202

補修標準図

図示

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

(一)上蓮小野線(半田橋)

美馬郡つるぎ町半田小野他
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実施設計図面

　

　　

ひびわれ補修工

[自動低圧低速注入工法] [ひびわれ充填工法]

※ 施工手順

1　補修範囲確認

2　ひびわれ部清掃

3　注入座金取付け位置決め

4　シール材接着

5　注入

6　注入器具・シール材撤去，清掃

※ 施工手順

1　ひびわれに沿ってＵカット

2　Ｕカット部清掃

3　プライマー塗布

4　充填材，充填

5　養生

※ 注記

　1. 施工前に再度施工箇所を確認すること。

　2. 注入対象は，ひびわれ幅が0.2mmより大きい箇所とする。

　3. ひびわれ注入深さは，60mm程度を想定しているが，注入器内の注入材が

　 硬化する前に無くなったら補充する。

　4. 注入器具の取付間隔は，300mmとする。

　5. 注入材はエポキシ樹脂1種または2種を使用する。

　6. 施工の適正気温および養生方法を確認し，施工すること。

　7. 著しい遊離石灰の析出が見られた場合，ディスクサンダー等で撤去後に補修すること。

※ 注記

　1. Ｕカットするひびわれは，幅1.0mm以上とする。

　2. 施工前にＵカットするひびわれを再確認する。

　3. Ｕカット深さは15mm程度とする。

　4. 充填材は，可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂系とする。

　5. 施工後，硬化するまで養生を行う。

ひびわれ注入材の性能例

材料の種類

項目

ひびわれ進行区分

ひびわれ幅(mm)

粘　　度

可使時間

(N/mm2)

付着力耐久性保持率

土木補修用エポキシ

樹脂注入材1種

B

1000以下

30以上

16以内

0.1以下

－

6以上

土木補修用エポキシ

樹脂注入材2種

硬化時間

硬化収縮

伸 び 率

モルタル付着強さ(乾燥面)

0.2 ＜ t ＜ 1.0

60以上

(mPa・s)

(分)

(時間)

(％)

(％)

(％)

4±1

30以上

16以内

0.1以下

6以上

60以上

50以上

※1

※2

※3

※1：A=ひびわれが進行している。　B=ひびわれの進行が止まった。

※2：チキソトロピック係数　2rpm/20rpmの粘度で表す。

※3：規格に対する百分率。

※4：エポキシ樹脂注入材1種 ・・・ 進行が止まっている。

　 　エポキシ樹脂注入材2種 ・・・ 完全に進行が止まったとは保証が得られない場合。

　 　エポキシ樹脂注入材3種 ・・・ 進行している。

橋梁耐震補強工事
R8馬土 上蓮小野線(半田橋) つ・半田小野他

1
5
mm
程
度

15mm程度



A1 P1

河
　
川

(300) (500)

(200)

(
15
0)

(200)

(
15
0
)

(3100)

(300)

50×50×70

150×100×100
写-09

親柱 欠損

親柱 欠損

1 2

3 4
5

6

7

8

[1]

[2]

補修詳細図(1)

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

補修詳細図(1)

平面図 S=1:30

【第1径間 橋面】

地覆展開図 S=1:30

地覆展開図 S=1:30

(上流側)

(下流側)

親柱展開図

親柱展開図
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実施設計図面

美馬郡つるぎ町半田小野他

支間長 13925250

50

250

桁 長 14425 50
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実施設計図面

P1 A2

河
　
川

150×50×30

150×100×30

(300)
100×150×50

100×50×20

100×40×50

100×100×50

地覆 欠損

親柱 欠損

100×100×20

親柱 欠損

親柱 欠損

9

(1)

(2)
1

[3]

[4]

[5]

[6]

補修詳細図(2)

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

平面図 S=1:30

地覆展開図 S=1:30

地覆展開図 S=1:30

(上流側)

(下流側)

親柱展開図

親柱展開図

補修詳細図(2)

【第2径間 橋面】

18 / 22

美馬郡つるぎ町半田小野他

支間長 13925250

50

250

桁 長 14425 50
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実施設計図面

A1 P1

G1

G2

河
　
川

(
30
0
)

(
60
0
)

550×450×30

200×200×30

50×50×50

300×350×30

200×600×30

10 11

(5)

(6)

(3)

(4)

2

補修詳細図(3)

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

桁下平面図 S=1:25

補修詳細図(3)

【第1径間 床版】
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美馬郡つるぎ町半田小野他

支間長 13925250

50

250

桁 長 14425 50
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実施設計図面

P1 A2

G1

G2

河
　
川

300×600×30

100×450×30

写-43

700×200×30

写-44

500×1300×30

写-47

250×800×30

写-52
漏水による骨材露出1300×500×30

100×100×50

50×50×50

写-53

150×100×30

漏水による骨材露出800×100×30

50×50×50

0.
2
(3
0
0)

0.
2
(4
0
0)

写-48

写-51

300×300×30

100×400×50

100×150×30

400×400×30

100×350×30

写-50

100×350×50

写-46

150×200×50

150×50×50

写-45

300×50×30

100×100×50

写-55

400×200×30

写-54

50×200×30

漏水・漏水跡

0.
2
(2
00
)

写-49

(8)

(9)

(10)

(14)

(15)

(12)

(13)

(11)

(17)

(19)

(21)

(16)

(7)

3

4

5

6

7

8

9

10

(18)

(20)

1
2

3

補修詳細図(4)

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

桁下平面図 S=1:25

-凡例-

その他

幅（長さ）
ひびわれ

うき

剥離

鉄筋露出

横x縦

横x縦x深さ

横x縦x深さ

補修詳細図(4)

【第2径間 床版】
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美馬郡つるぎ町半田小野他

橋梁耐震補強工事
R8馬土 上蓮小野線(半田橋) つ・半田小野他

支間長 13925250

50

250

桁 長 14425 50

13
0
0

3
00
0

1
30
0



実施設計図面

うき 鉄筋露出重複部控除

G1 G2

350x200×30100x100×30300x100×30

500x100x50

(22) (23) (24)

11

沓座モルタル打替え工

支承補修工(P1)

A=0.002m2

沓座モルタル打替え：1/2x{(πx0.400+0.250x2)+(πx0.270+0.270x2)}x0.002 = 0.003(m3)

沓座モルタル打替え工

支承補修工(P1)

A=0.002m2

沓座モルタル打替え：1/2x{(πx0.400+0.250x2)+(πx0.270+0.270x2)}x0.002 = 0.003(m3)

沓座モルタル打替え工

支承補修工(P1)

A=0.0020m2

G2 G1

沓座モルタル打換え

沓座モルタル打換え沓座モルタル打換え

補修詳細図(5)

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

補修詳細図(5)

【A1橋台・P1橋脚】平面図 S=1:60

起点側正面図 S=1:60上流側側面図 S=1:60 下流側側面図 S=1:60 終点側正面図 S=1:60

A1橋台終点側支承詳細図 S=1:10

(可動)

P1橋脚終点側支承詳細図 S=1:10

(可動)

P1橋脚起点側支承詳細図 S=1:10

(固定)

A1橋台 P1橋脚
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美馬郡つるぎ町半田小野他

橋梁耐震補強工事
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(1)UまたはVカット

(4)可とう性エポキシ樹脂充填

(3)バックアップ材挿入

(2)プライマー塗布

ひび割れ充填工要領図

ひびわれ充填工　数量表

番号
長さ(L)

(m)

幅(W)

(mm)
位置

計 m

0.30

(遊離石灰)

2

0.303

0.504

6.10

0.201

コンクリートうき・剥落部

既設部コンクリート

カッター工 カッター工

既設部コンクリート

はつり工

(うきのみ)

プライマー塗布

断面修復材 (ポリマーセメントモルタル)

1 1

23

4

30
m
m

断面修復工(鉄筋非露出)　数量表

番号
長さ(L)

(m)

0.15

幅(W)

(m)

0.05(1)

奥行き

(m)

0.03

体積

(m3)

0.0002

備考
面積

(m2)

0.008 剥離

0.0902計 2.998

0.15 0.10(2) 0.03 0.00050.015 剥離

0.20 0.20(3) 0.03 0.00120.040 豆板

0.55 0.45(4) 0.03 0.00740.248 豆板

0.30 0.35(5) 0.03 0.00320.105 うき

0.20 0.60(6) 0.03 0.00360.120 うき

断面修復工（鉄筋露出）　数量表

番号
長さ(L)

(m)

幅(W)

(m)

1

奥行き

(m)

体積

(m3)
備考

面積

(m2)

計

鉄筋露出0.10 0.15 0.05 0.00080.015

コンクリートうき・剥落部

既設部コンクリート

露出鉄筋 鉄筋防錆処理

カッター工 カッター工

既設部コンクリート

はつり工

(うきのみ)

プライマー塗布

断面修復材 (ポリマーセメントモルタル)

1 1

2

3

50
mm

4

5

2 鉄筋露出0.05 0.05 0.05 0.00010.0025

3 鉄筋露出0.15 0.05 0.05 0.00040.008
0.205

0.156

0.157

3.108

0.309

0.60

10

11

0.30
0.30 0.60(7) 0.03 0.00540.180 うき

0.10 0.45(8) 0.03 0.00140.045 剥離

0.70 0.20(9) 0.03 0.00420.140 剥離

0.05 0.20(10) 0.03 0.00030.010 剥離

0.50 1.30(11) 0.03 0.01950.650 うき

0.30 0.05(12) 0.03 0.00050.015 剥離

0.40 0.40(13) 0.03 0.00480.160 うき

0.10 0.35(14) 0.03 0.00110.035 剥離

0.10 0.15(15) 0.03 0.00050.015 剥離

0.30 0.30(16) 0.03 0.00270.090 うき

0.25 0.80(17) 0.03 0.00600.200 うき

1.30 0.50(18) 0.03 骨材露出

0.15 0.10(19) 0.03 0.00050.015 剥離

第1径間 地覆

第2径間 地覆

第1径間 床版

位置

第2径間 地覆

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

第1径間 床版

〃

〃

〃

〃

第2径間 床版

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

位置

第2径間 地覆

4 鉄筋露出0.15 0.20 0.05 0.00150.030

5 鉄筋露出0.10 0.35 0.05 0.00180.035

6 鉄筋露出0.05 0.05 0.05 0.00010.0025

7 鉄筋露出0.10 0.40 0.05 0.00200.040

8 鉄筋露出0.10 0.10 0.05 0.00050.010

9 鉄筋露出0.05 0.05 0.05 0.00010.0025

10 鉄筋露出

0.50 0.10 0.05 0.00250.050

第1径間 床版

第2径間 床版

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

0.01030.206

断面修復工（鉄筋非露出）　数量表

番号
長さ(L)

(m)

幅(W)

(m)

[1]

奥行き

(m)

体積

(m3)
備考

面積

(m2)

計

欠損0.15 0.10 0.10 0.00150.015

[2] 欠損0.05 0.05 0.07 0.00020.003

[3] 欠損0.10 0.05 0.02 0.00010.005

位置

第1径間 親柱

[4] 欠損0.10 0.10 0.05 0.00050.010

[5] 欠損0.10 0.10 0.02 0.00020.010

[6] 欠損0.10 0.04 0.05 0.00020.004

第2径間 地覆

〃

〃

0.00270.047

0.80 0.10(20) 0.03 0.00240.080 骨材露出 〃

0.40 0.20(21) 0.03 0.00240.080 うき 〃

0.637 0.0191

〃

第2径間 親柱

鉄筋露出重複部控除 8 9

0.30 0.10(22) 0.03 0.00090.030 表面劣化 P1橋脚

0.10 0.10(23) 0.03 0.00030.010 表面劣化 〃

0.35 0.20(24) 0.03 0.00210.070 表面劣化 〃

0.10 0.10 0.05 0.00050.010

11 鉄筋露出 P1橋脚

ひび割れ注入工要領図

補修詳細図(6)

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

補修詳細図(6)

[可とう性エポキシ樹脂充填工法]

現状 補修

断面修復工要領図
[ポリマーセメントモルタル]

種 別工 法

補修工法一覧

※本図面は、現地計測により復元しているため、

　高精度でないことに留意すること。

・断面修復深さは鉄筋裏側まで想定し5cmとした

・断面整形工はチッピング処理を行うこと。

ひびわれ注入工 エポキシ系樹脂2種

可とう性エポキシ樹脂

断面修復工要領図
[ポリマーセメントモルタル]

現状 補修

番号

1

幅(mm)

0.20

長さ(m) 深さ(m)

0.06

注入量(kg) 備考

床版下面

床版 ひび割れ補修工(低圧注入工法)

注)上表の数量(注入量)は，ロス率を加味しない値である。

2

3

合計

0.20

0.20

0.40 0.06 0.006

0.30 0.06 0.004

〃

〃

0.20 0.003

0.0130.90

ひびわれ注入材

シール材

注入器具

[自動低圧低速注入工法]

注入量Vは下式より算出する。
　W=1200・b・h・L・1.20
ここに，

W :注入量
1200 :エポキシ樹脂系注入材比重

　b :ひび割れ幅
　h　　:ひび割れ深さ
　L :ひび割れ延長

1.20 :ロス率

充填量は下式より算出する。
　W=0.015・0.015・L・1200・1.20
ここに，
　W　　:充填量
　1200 :可とう性エポキシ樹脂系充填材 比重(kg/m3)
　L　　:ひび割れ延長
　1.20 :ロス率

断面修復工 ポリマーセメントモルタル

ひびわれ充填工

実施設計図面

W=1.98kg
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河
　

川

G1

G2

M F M F

A1

P1

A2

P1A1 A2

吊り足場設置面積：5.60x29.00 =162.4(m2)

足場設置

上部工補修

足場撤去

完成

地覆・桁下施工

・吊足場

・断面修復工

補修施工手順

H.W.L

(端対傾構) (中間対傾構)

コンクリート舗装

添架物 85φx4 添架物 200φ

G1 G2

足場チェーン

足場計画図

図示

(一)上蓮小野線(半田橋)

徳島県美馬県土整備事務所

図面番号

事業者名

会社名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名

足場計画図(案)
側面図 S=1:60

平面図 S=1:60

断面図 S=1:30

(右岸)至 上蓮 (左岸)至 小野

(右岸)至 上蓮 (左岸)至 小野

参 考 図 面

美馬郡つるぎ町半田小野他

橋梁耐震補強工事
R8馬土 上蓮小野線(半田橋) つ・半田小野他

支間長 13925250 250

50

250 250 支間長 13925

桁 長 14425 50 桁 長 14425 50

橋 長 29000

支間長 13925250 250

50

250 250 支間長 13925

桁 長 14425 50 桁 長 14425 50

橋 長 29000
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